
 

 

科目名 研究方法論 担当教員 
佐々木 伸・澁木琢磨 

・土岐玲奈 

科目属性 基幹科目 単位数 ２単位（SC 0.5 単位） 

【授業の狙い】 

本授業の狙いは、修士論文を執筆するに当たり、量的研究、質的研究の研究方法論を学び、論文の

構成要件とプロセス、調査・研究の実践を習得し、研究成果としての論文を完成、公表できる能力を

獲得することである。 

 

【授業到達目標】 

1. 研究のプロセスおよび論文の構成要素を説明できる 

2. 研究の目的と問題提起を明確に設定できる 

3. 量的研究、質的研究の方法論を理解している 

4. 自身の研究目的に適した調査・分析方法を選択し、実施できる 

5. 論理的で一貫性を持ち論文の基本要件に合致した文章表現ができる 

 

【授業計画】 

この授業は、事前レポート、スクーリング、科目修得試験（レポート方式）によって構成する。 

全 15 回の授業計画は以下のとおりである。 

 

1. 論文とは何か：文章の種類と論文の基本形式 

2. 問題提起のやり方：問答と対話 

3. 設計図技法を学ぶ：ストレスなくレポート、論文を執筆するために 

4. 論文の執筆演習 

5. 量的研究でできること 

6. アンケート調査の解析①（連続量としての扱い方） 

7. アンケート調査の解析②（カテゴリーとしての扱い方） 

8. 質的研究：内容分析（カテゴリー化） 

9. 質的研究について学ぶ－質的社会調査 

10. エスノグラフィーについて学ぶ 

11. 教育の事例検討について学ぶ 

12. 現場に根ざした研究の理論について学ぶ 

13. 調査実施とデータの収集・分析について学ぶ 

14. 研究方法と問題設定の関係について学ぶ 

15. 研究成果のアウトプット：論文を書く 
 

 

【評価方法】「スクーリング評価」（30％）、「レポート評価」（30％）、「科目修得試験」

（40％）の割合で総合して評価する。 
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【参考図書】 

なし 

 


